
象形文字で「いなびかり(雷)の走る」の象形から、
「天の神」を意味する「申」という漢字が成り立ちました。

申命記（第二の律法、律法の反復）→神とイスラエルの民との契約の書

神が改めて命じたことが記されている。イスラエルの歴史の中を通して、
神との出会いを振り返り、整理、学ぶことができる。





聖書にある「悔い改め」58、「立ち帰る」99を含む157聖句（約11000文字）を
AIによるテキスト・マイニングすると □：左記聖句にない語彙



ミー・イッテン≒〇〇で幸いをえるように(ヘブライ語) 9→481/540（K395/448,S86/92）

✔



立ち帰る テシュヴァ return to the Lord→主のもとに帰る→悔い改め
99/112(K85/98)

✔

✔

心を尽くし：あなたの心すべてをかけて 全身全霊で



神のみこころに添った悲しみ⇒救いの人生、生まれ変わった新しい生き方が始まる
↓

主が人に対して求めておられる罪に対する悲しみ

「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」(マルコ1：15)



後悔

以前、自分が持っていた他の人々との良い関係、信頼、評価など、失ったものを
悲しむ⇒自分が行ったことによって、自分に起こったことを悲しんでいるにすぎない


